
発 行 所 

第３後方支援連隊 

第 １ 科 広 報 
〒664—0014 

兵庫県伊丹市広畑1-1 

電話 072-781-0021 

内線 3403 

 
 

 
 

  
 

 
 

 
 

記事内容 

１ 六    甲  第７３号 ２０１９年（令和元年）８月３１日 

１
面 

令
和
元
年
度
協
同
転
地
演
習 

 

２
面 

令
和
元
年
度
協
同
転
地
演
習
所
見
・ 

 
 

 

令
和
元
年
度
新
隊
員
特
技
課
程
及
び
第
12
期
一
般
陸
曹
候
補
生
課
程
後
期
「
武
器
・
需
品
・
衛
生
」
教
育 

３
面 

第
１
次
連
隊
集
中
野
営
訓
練
・
転
出
入
行
事
・
離
着
任
行
事
・
成
人
者
紹
介
・
定
年
退
官
者
紹
介

４
面 

定
期
表
彰
・
定
期
昇
任
・
人
事
往
来
等
の
紹
介
・
連
隊
メ
ダ
ル
紹
介 

 
令
和
元
年
６
月
30
日
（
日
）
か
ら
７
月
28
日
（
日
）
ま

で
の
間
、
令
和
元
年
度
師
団
協
同
転
地
演
習
に
参
加
を
し

た
。 

 

本
訓
練
に
お
い
て
連
隊
は
、
各
駐
屯
地
か
ら
矢
臼
別
演

習
場
（
北
海
道
）
ま
で
の
間
、
機
動
訓
練
を
実
施
し
、
長

距
離
機
動
能
力
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
揚
陸
訓
練
支
援

及
び
部
隊
別
訓
練
支
援
を
実
施
し
た
。 

 

ま
た
、
７
月
10
日
（
水
）
か
ら
17
日
（
水
）
ま
で
の
間

、
矢
臼
別
演
習
場
に
お
い
て
、
第
２
次
師
団
訓
練
検
閲
に

参
加
し
、
２
整
大
２
Ｄ
Ｓ
・
特
科
Ｄ
Ｓ
及
び
戦
車
Ｄ
Ｓ
が

受
閲
、
１
整
大
・
補
給
隊
及
び
衛
生
隊
が
兵
站
・
衛
生
支

援
を
実
施
し
、
師
団
任
務
達
成
に
寄
与
し
た
。 

 

参
加
各
部
隊
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
成
果
を
得
て
各
駐
屯
地

に
帰
隊
し
、
無
事
訓
練
を
終
了
し
た
。 

 
三宅連隊長に出発報告をする 

連隊本部第３科通信整備幹部 尾﨑１尉 

駐屯地出発 
補給隊支援施設（洗濯所） 

開設準備 
１整大支援施設（整備所） 

開設準備 

車両回収訓練を実施する１整大隊員 通信器を整備する１整大 髙平３曹 幌修理をする１整大 増田３曹 

ガソリンを給油する 
補給隊 井川士長・横田士長 

洗い終わった戦闘服をたたむ 
井ノ下士長・池田１士 

現品を受領する補給隊 

故障した戦車を回収する 
２整大戦車ＤＳ隊員 

歩哨壕で警戒監視中 
の２整大特科ＤＳ隊員 

重車両輸送支援する輸送隊隊員を 
激励する三宅連隊長 



２ 六    甲  第７３号 ２０１９年（令和元年）８月３１日 

 

私
は
、
令
和
元
年
７
月
２
日
～
23

日
ま
で
の
間
、
協
同
転
地
演
習
（
北

方
）
に
管
理
部
管
理
支
援
隊
食
堂
班

要
員
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。 

 

公
私
共
に
北
海
道
は
初
め
て
で
、

か
つ
長
期
間
の
演
習
は
初
め
て
で
し

た
。 

 

食
堂
班
で
の
私
の
任
務
は
配
膳
配

食
、
食
器
の
洗
浄
等
、
食
堂
に
関
す

る
業
務
が
主
で
し
た
。 

７
０
０
名
を
超
え
る
隊
員
が
喫
食
に

来
ら
れ
る
の
で
、
長
蛇
の
列
が
出
来

て
し
ま
い
、
配
食
の
ス
ピ
ー
ド
と
ほ

ど
よ
い
配
食
分
量
が
要
求
さ
れ
、
当

初
は
戸
惑
い
ま
し
た
が
、
期
間
中
に

レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
食
器
洗

浄
も
７
０
０
名
分
で
か
な
り
大
変
で

し
た
。 

 

慣
れ
な
い
業
務
で
し
た
が
、
食
堂

班
長
指
導
の
下
、
班
員
一
致
団
結
し

て
業
務
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
、
大

変
良
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
矢
臼
別
演
習
場
へ
の
移
動

に
際
し
、
日
本
海
航
路
の
フ
ェ
リ
ー

移
動
、
道
内
の
車
両
移
動
、
各
駐
屯

地
で
の
宿
泊
も
私
に
は
新
鮮
で
あ
り
、

大
変
よ
い
経
験
に
な
り
ま
し
た
。 

 

今
後
、
機
会
が
あ
れ
ば
自
ら
進
ん

で
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

本部付隊 
１等陸士 
安達 由貴 

 

私
は
、
第
３
後
方
支
援
連
隊
補
給
隊

糧
食
班
で
、
倉
庫
手
と
し
て
勤
務
し
て

い
ま
す
。 

 

今
回
の
演
習
支
援
に
参
加
を
す
る
こ

と
に
な
っ
て
か
ら
。
ず
っ
と
不
安
で
し

た
。
な
ぜ
な
ら
初
め
て
行
く
土
地
で
、

大
規
模
な
支
援
で
あ
り
、
糧
食
班
の
陸

曹
が
７
名
中
２
名
だ
っ
た
か
ら
で
す
。 

 

実
際
に
支
援
が
始
ま
る
と
、
莫
大
な

量
の
糧
食
荷
分
け
、
補
給
業
務
等
に
よ

り
隊
力
が
足
り
な
い
日
々
が
続
き
ま
し

た
。
私
は
、
陸
曹
に
頼
る
の
で
は
な
く

の
で
は
な
く
、
陸
士
の
先
任
者
と
し
て
、

率
先
し
て
後
輩
陸
士
を
指
導
・
鼓
舞
し

任
務
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 
 

今
後
の
勤
務
に
お
い
て
、
ど
ん
な
に

困
難
な
状
況
で
あ
っ
て
も
、
最
後
ま
で

諦
め
な
い
自
信
を
身
に
着
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
次
に
協
同
転
地
演
習
に

参
加
す
る
際
は
、
糧
食
班
長
と
し
て
活

躍
し
た
い
で
す
。 

 

補給隊 
陸士長 

糸井 和也 

 

私
は
、
今
訓
練
の
医
務
班
の
救
護
員
と
し
て
参

加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。 

 

普
段
行
っ
て
い
る
救
護
と
違
い
、
医
務
官
等
と

連
携
し
て
救
護
態
勢
を
築
き
、
日
頃
陸
士
で
は
あ

ま
り
取
り
扱
う
事
の
な
い
医
薬
品
を
患
者
に
処
方

す
る
手
伝
い
を
し
て
い
ま
し
た
。
薬
を
処
方
す
る

際
に
、
薬
の
名
称
及
び
効
能
を
事
前
に
勉
強
し
て

大
変
な
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
事
前
勉
強
で

得
た
知
識
を
活
用
し
患
者
対
応
が
円
滑
に
行
え
、

救
護
員
と
し
て
も
一
歩
成
長
す
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。 

 

結
果
、
師
団
長
よ
り
優
秀
隊
員
の
表
彰
を
戴
き
、

今
後
更
に
部
隊
に
貢
献
し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。 

 

衛生隊 
陸士長 

松本 将司 

 

令
和
元
年
７
月
２
日
（
火
）
千
僧
駐
屯
地
に
お
い
て
、
令
和

元
年
新
隊
員
特
技
課
程
及
び
第
13
期
一
般
陸
曹
候
補
生
課
程

「
武
器
・
需
品
・
衛
生
」
教
育
開
始
式
を
実
施
し
た
。 

 

本
教
育
は
、
武
器
科
「
装
輪
車
整
備
」
・
需
品
科
「
需

品
」
・
衛
生
科
「
衛
生
」
の
そ
れ
ぞ
れ
必
要
な
基
礎
的
知
識
及

び
技
能
の
習
得
を
目
的
と
し
、
需
品
教
育
隊
８
月
30
日

（
金
）
、
武
器
及
び
衛
生
教
育
隊
９
月
13
日
（
金
）
ま
で
間
、

教
育
を
実
施
す
る
。 

武器教育隊集合写真 衛生教育隊集合写真 

需品教育隊集合写真 各課程合同による教育開始式 

 

令
和
元
年
７
月
４
日
か
ら
25
日
ま

で
の
間
、
第
36
普
通
科
連
隊
の
師
団

訓
練
検
閲
及
び
大
隊
訓
練
検
閲
に
装

輪
車
整
備
手
と
し
て
参
加
を
し
ま
し

た
。 

 

こ
の
様
な
大
規
模
な
部
隊
の
訓
練

に
初
め
て
参
加
し
て
感
じ
た
こ
と
は
、

想
定
外
の
状
況
へ
の
対
応
能
力
が
非

常
に
要
求
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。 

検
閲
間
、
段
列
地
域
の
築
城
が
概
成

し
た
直
後
に
、
展
開
地
の
移
動
が
必

要
な
状
況
が
生
起
し
、
陣
地
進
入
か

ら
概
成
ま
で
を
再
度
実
施
す
る
と
い

う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
陣
地
変
換

命
令
が
出
た
時
に
は
驚
き
ま
し
た
が
、

そ
の
際
に
中
隊
長
要
望
事
項
の｢

変

化
に
即
応
し
任
務
を
完
遂
せ
よ｣

と

第
36
普
通
科
連
隊
長
の
「
こ
れ
ま
で

の
訓
練
成
果
を
遺
憾
な
く
発
揮
せ
よ

」
を
思
い
出
し
、
検
閲
終
了
ま
で
妥

協
す
る
こ
と
な
く
自
分
の
任
務
を
完

遂
で
き
ま
し
た
。 

 
こ
の
経
験
を
生
か
し
、
ど
ん
な
想

定
外
の
状
況
に
あ
っ
て
も
対
応
で
き

る
心
構
え
で
今
後
の
任
務
に
お
い
て

も
自
分
の
技
能
を
向
上
さ
せ
、
部
隊

及
び
被
支
援
部
隊
に
貢
献
で
き
る
自

衛
官
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
２整大２DS 
陸士長 

津山 翔太 

 

７
月
10
日
か
ら
７
月
16
日
の
間
、

装
輪
車
整
備
手
と
し
て
、
６
夜
７
日

の
第
２
次
師
団
検
閲
及
び
大
隊
訓
練

検
閲
を
受
閲
し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
検
閲
を
振
り
返
っ
て
み
る

と
、
良
好
な
点
と
、
改
善
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。 

 

良
好
な
点
は
、
７
日
間
と
い
う
長

い
状
況
の
中
、
昼
夜
の
寒
暖
の
差
も

大
き
い
演
習
場
で
体
調
を
崩
す
こ
と

な
く
、
ま
た
、
怪
我
を
す
る
こ
と
な

く
任
務
を
遂
行
出
来
た
こ
と
で
す
。 

 

改
善
す
べ
き
点
は
、
偽
装
で
す
。

個
人
偽
装
に
お
い
て
、
枯
れ
て
い
る

偽
装
を
い
つ
ま
で
も
つ
け
て
い
て
補

備
修
正
を
逐
次
実
施
で
き
な
か
っ
た

点
で
す
。 

 

今
回
、
諸
先
輩
か
ら
指
導
し
て
い

た
だ
い
た
こ
と
を
胸
に
、
毎
日
の
訓

練
に
励
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

２整大特科DS
陸士長 

杉山 永龍 

 

私
は
、
北
海
道
矢
臼
別
演
習
場
で

実
施
さ
れ
た
令
和
元
年
度
第
２
次
師

団
検
閲
及
び
大
隊
訓
練
検
閲
に
火
器

整
備
手
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。 

 
状
況
は
、
６
夜
７
日
と
非
常
に
長

く
過
酷
で
し
た
。
検
閲
中
は
警
戒
、

偽
装
、
工
事
に
つ
い
て
着
眼
を
持
っ

て
実
施
し
て
い
く
こ
と
を
心
が
け
ま

し
た
。
警
戒
に
つ
い
て
は
、
歩
哨
上

番
時
で
の
誰
何
要
領
、
偽
装
に
つ
い

て
は
、
長
時
間
経
っ
て
も
枯
れ
に
く

い
草
木
、
現
地
に
適
し
た
草
木
を
選

び
実
施
し
ま
し
た
。
工
事
、
特
に
掩

体
構
築
に
お
い
て
は
、
退
避
壕
等
に

お
け
る
手
り
ゅ
う
弾
抗
の
構
築
に
留

意
し
て
実
施
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
検
閲
に
お
い
て
学
ん
だ
多
く

の
経
験
を
生
か
し
、
今
後
陸
曹
を
め

ざ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

２整大特科DS 
陸士長 

眞田 勇也 

 

私
は
、
通
信
整
備
手
と
し
て
今
回

の
協
同
転
地
演
習
（
検
閲
）
に
参
加

し
ま
し
た
。 

 

今
ま
で
に
味
わ
っ
た
こ
と
の
無
い

長
期
の
演
習
で
、
偵
察
先
発
隊
か
ら

始
ま
り
、
有
線
構
成
、
掩
体
構
築
、

故
障
し
た
無
線
機
の
整
備
と
終
始
、

汗
を
か
き
っ
ぱ
な
し
で
寝
る
間
も
惜

し
ん
で
の
状
況
で
し
た
。
途
中
で
雨

も
降
り
、
過
酷
な
状
況
の
中
で
実
故

障
の
無
線
機
を
必
死
に
修
理
し
ま
し

た
。 

 

検
閲
終
了
後
に
大
隊
か
ら
優
秀
隊

員
で
褒
賞
を
い
た
だ
き
、
と
て
も
う

れ
し
か
っ
た
で
す
が
、
自
分
で
は
ま

だ
ま
だ
不
十
分
な
と
こ
ろ
も
あ
っ
た

の
で
、
今
後
も
練
成
し
て
い
き
た
い

で
す
。 

 

２整大戦車DS
陸士長 

淵上 修椰 
 

私
は
、
６
月
１
日
か
ら
８
月
３
日
ま

で
の
間
、
協
同
転
地
演
習
に
伴
う
戦
車

輸
送
支
援
に
輸
送
指
揮
官
操
縦
手
及
び

予
備
車
の
操
縦
手
と
し
て
参
加
し
ま
し

た
。
３
師
団
を
離
れ
て
北
海
道
で
の
輸

送
支
援
任
務
は
初
め
て
で
あ
り
、
と
て

も
楽
し
み
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
不
安

事
項
も
あ
り
、
事
前
の
現
地
偵
察
及
び

入
念
な
経
路
研
究
・
諸
先
輩
方
の
親
身

な
指
導
に
よ
り
無
事
故
で
任
務
を
完
遂

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

 

支
援
の
内
容
は
、
特
大
型
セ
ミ
ト

レ
ー
ラ
に
よ
る
戦
車
輸
送
を
苫
小
牧
西

港
か
ら
矢
臼
別
演
習
場
間
実
施
し
、
全

期
間
を
通
じ
８
往
復
実
施
し
、
走
行
距

離
は
約
９
，
０
０
０
ｋ
ｍ
に
お
よ
び
ま

し
た
。 

 
今
回
の
経
験
で
得
た
事
項
を
こ
れ
か

ら
の
自
衛
隊
生
活
で
活
か
し
、
後
輩
等

に
も
普
及
し
こ
れ
か
ら
も
安
全
確
実
な

輸
送
任
務
に
努
め
る
と
と
に
部
隊
の
精

強
化
に
励
み
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

輸送隊 
３等陸曹 
稗田 直也 

１整大 
１等陸士 
藤本 瑛 

 

私
は
、
第
２
次
師
団
訓
練
検
閲
統

裁
部
兵
站
支
援
隊
整
備
・
回
収
班
鍛

造
工
作
手
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。 

 

初
め
て
の
長
期
支
援
と
初
め
て
の

北
海
道
と
い
う
こ
と
で
不
安
半
分
、

期
待
半
分
で
参
加
し
ま
し
た
。
当
初
、

現
地
で
は
慣
れ
な
い
土
地
で
の
生
活

に
惑
い
ま
し
た
が
、
先
輩
や
上
司
の

方
々
に
支
え
ら
れ
頑
張
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
さ
ら
に
重
レ
ッ
カ
を
使

用
し
た
車
両
回
収
訓
練
や
実
車
両
回

収
を
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
、
自
衛

官
と
し
て
大
き
く
成
長
で
き
ま
し
た
。 

 

将
来
は
、
陸
曹
に
な
り
こ
の
貴
重

な
経
験
を
後
輩
隊
員
に
教
え
て
い
き

た
い
で
す
。 



３ 六    甲  第７３号 ２０１９年（令和元年）８月３１日 

第
１
次
連
隊
集
中
野
営
訓
練 

成

人

者

紹

介 

（

令

和

元
年

８

月

～

12

月
ま

で

） 

８ 

月 
 

１
士 

 

三
浦 

雅
史 

２
整
大
１
Ｄ
Ｓ 

９ 

月 
 

士
長 

 

浅
山 

裕
也 

補
給
隊 

 

士
長 

 

津
山 

翔
太 

２
整
大
２
Ｄ
Ｓ 

 

士
長 

 

荒
木 

湧
平 

２
整
大
３
Ｄ
Ｓ 

 

１
士 

 

八
木 

恋 
 

１
整
大
施
設 

10 

月 
 

３
曹 

 

木
宮 

啓
貴 

２
整
大
特
科
Ｄ
Ｓ 

11 

月 
 

１
士 

 

山
下 

桃
子 

２
整
大
３
Ｄ
Ｓ 

12 

月 
 

士
長 

 

田
中 

冬
威 

２
整
大
１
Ｄ
Ｓ 

 

１
士 

 

木
村 

有
輝 

２
整
大
１
Ｄ
Ｓ 

 

１
士 

 

溝
口 

綾
乃 

２
整
大
高
射
Ｄ
Ｓ 

 

１
士 

 

油
利 

徳
泰 

１
整
大
本
付 

 

定
年
退
官
者
紹
介 

11 

月 
 

曹
長 

 

三
宅 

正
弘 

１
整
大
本
付 

 

曹
長 

 

橋
本 

光
司 

２
整
大
３
Ｄ
Ｓ 

 
令
和
元
年
６
月
10
日

（
月
）
か
ら
14
日
（
金
）

ま
で
の
間
、
青
野
ヶ
原
演

習
場
に
お
い
て
令
和
元
年

度
第
１
次
連
隊
集
中
野
営

訓
練
を
実
施
し
た
。 

 

本
訓
練
は
、
師
団
陣
地

防
御
に
お
け
る
後
方
支
援

連
隊
の
行
動
を
演
練
し
、

連
隊
統
制
で
車
両
行
進
訓

練
、
築
城
訓
練
、
合
同
炊

事
訓
練
等
を
実
施
。
ま

た
、
各
部
隊
計
画
の
訓
練

を
実
施
し
た
。 

 

本
訓
練
に
お
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
成
果
を
得
て
無

事
訓
練
を
終
了
し
た
。 

合同炊事訓練 

連隊指揮所掩壕構築訓練 

第１整備大隊半地下整備所 
の開設訓練 

歩哨壕の構築 
（衛生隊 中村３曹） 

補給隊指揮所掩壕構築訓練 

離
着
任
行
事 

転
出
入
行
事 

 

令
和
元
年
７
月
29
日
（
月
）
、
千
僧
駐
屯
地
体
育
館
に
お
い
て
連

隊
転
出
行
事
を
実
施
し
た
。 

 

ま
た
、
同
年
８
月
６
日
（
火
）
、
千
僧
駐
屯
地
Ｅ
号
隊
舎
舎
後
に

お
い
て
連
隊
転
入
行
事
を
実
施
し
た
。 

転出者挨拶 
（代表者 補給隊 武田１尉） 

 

令
和
元
年
７
月
31
日
（
水
）
、
千
僧
駐
屯
地
に
お
い
て
、
輸
送
隊

長 

青
野
２
佐
の
離
任
行
事
を
実
施
し
、
８
月
１
日
（
木
）
、
輸
送

隊
長 
山
名
２
佐
の
着
任
行
事
を
実
施
し
た
。 

 

ま
た
、
令
和
元
年
８
月
22
日
（
木
）
、
同
駐
屯
地
に
お
い
て
、
衛

生
隊
長 
石
井
３
佐
の
離
任
行
事
を
実
施
し
、
８
月
23
日
（
金
）
、

衛
生
隊
長 
渡
３
佐
の
着
任
行
事
を
実
施
し
た
。 

 

転入者挨拶 
（代表者 ２整大 下矢１曹 ） 

着任輸送隊長 山名２佐 

歩哨壕の構築 
（２整大 佐々木２曹） 

離任衛生隊長石井３佐 

離任輸送隊長 青野２佐 

着任衛生隊長 渡３佐 

本部付隊による有線の構成 

車両行進訓練 



六    甲  第７３号 ２０１９年（令和元年）８月３１日 ４ 

連
隊
本
部 

 

１
尉 

 

藤
井 

真
二 

 

東
方
後
支 

（
霞
ヶ
浦
） 

本
部
付
隊 

 

曹
長 

 

藤
本 

昌
宏 

 

阪
神
病
院 

（
川
西
） 

 

曹
長 

 

小
石
澤
広
志 
 

中
方
後
支 

（
桂
） 

 

１
曹 

 

井
上 

秀
和 
 

千
僧
駐
業 

 

１
曹 

 

平
泉 

秀
泰 

 

中
情
隊 

 

（
朝
霞
） 

 

１
曹 

 

沖
田 

俊
幸 

 

補
統 

 
 

（
十
条
） 

 

３
曹 

 

柳
井 

菜
美
子 

２
曹
教 

 

（
仙
台
） 

第
１
整
備
大
隊 

 

曹
長 
 

南 
 

浩
明 

 

関
西
処 

 

（
宇
治
） 

 

１
曹 

 

河
合 

克
章 

 

情
報
本
部 

（
大
井
） 

 

２
曹 

 

島
袋 

早
利 

 

３
師
付 

 

（
千
僧
） 

 

３
曹 

 

須
藤 

雄
毅 

 

12
後
支 

 

（
相
馬
原
） 

第
２
整
備
大
隊 
 

３
佐 

 

富
樫 

賢
一 

 

装
実
隊 

 

（
富
士
） 

 

１
尉 

 

新
妻 

守
康 

 

関
東
処 

 

（
霞
ヶ
浦
） 

 

２
尉 

 

森
山 

順
恒 

 

北
方
後
支 

（
東
千
歳
） 

 

１
曹 

 

小
井 

博
文 

 

８
後
支
連 

（
北
熊
本
） 

補
給
隊 

 

１
尉 

 

武
田 

将
弘 

 

教
訓
研
本
付
（
目
黒
） 

 

１
曹 

 

潟
口 

清 
 
 

西
方
後
支 

（
目
達
原
） 

輸
送
隊 

 

２
佐 

 

青
野 

修
一 

 

美
唄
駐
業 

 

曹
長 

 

川
東 

和
人 

 

関
西
処 

 

（
宇
治
） 

 

１
曹 

 

川
野 

浩
二 

 

千
僧
駐
業 

衛
生
隊 

 

３
佐 

 

石
井 

亜
希 

 

補
統 

 
 

（
十
条
） 

 

３
尉 

 

太
田 

直
樹 

 

４
後
支
連 

（
福
岡
） 

 
曹
長 

 

宍
戸 

英
明 

 

関
東
処 

 

（
用
賀
） 

 
２
曹 

 

岸
本 

陽
子 

 

中
方
衛
生 

（
伊
丹
） 

連隊 

ＨＰ 

ht
tps

://
ww
w.

mod.g
o.

jp/gs
df

/m
ae/

3d/
3l
og

/inde
x.

html 

人 事 往 来 等 の 紹 介 

定
期
表
彰 

定
期
昇
任 

転 

入 

者 
転 

出 

者 

連
隊
内
異
動 

方
面
総
監
褒
章
（
自
主
募
集
） 

 
 

２
佐 

瀧
口 

直
樹 

 

補
給
隊 

 
 

２
尉 

玉
村 

晃
一 

 

１
整
大 

 

師
団
長
表
彰 

 

第
３
級
賞
詞
（
職
務
遂
行
） 

 
 
 

１
尉 

舛
田 
貴
文 

 

連
本 

 
 

１
尉 

新
妻 
守
康 

 

２
整
大 

 
 

１
尉 

武
田 

将
弘 

 

補
給
隊 

連
隊
長
表
彰 

 

第
４
級
賞
詞
（
職
務
遂
行
） 

 
 

１
曹 

沖
田 

俊
幸 

 

本
付 

 
 

２
曹 

炭
谷 

充
明 

 

本
付 

 
 

３
曹 

米
田 

義
仁 

 

本
付 

 
 

２
曹 

髙
橋 

佑
昂 

 

１
整
大 

 
 

２
曹 

島
袋 

早
利 

 

１
整
大 

 
 

３
曹 

須
藤 

雄
毅 

 

１
整
大 

 
 

３
佐 

田
淵 

陽
平 

 

２
整
大 

 
 

２
尉 

船
引 

宙 
 
 

２
整
大 

 
 

１
曹 

井
溪 

雅
夫 

 

２
整
大 

 
 

１
曹 

谷 
 

隆
雄 

 

２
整
大 

 
 

１
曹 

小
井 

博
文 

 

２
整
大 

 
 

１
曹 

潟
口 

清 
 
 

補
給
隊 

 
 

曹
長 

川
東 

和
人 

 

輸
送
隊 

 
 

２
曹 

島
田 

健 
 
 

輸
送
隊 

 
 

３
尉 

太
田 

直
樹 

 

衛
生
隊 

 
 

曹
長 

宍
戸 

英
明 

 

衛
生
隊 

 

第
４
級
賞
詞
（
車
両
無
事
故
・
10
万
㌔
） 

 
 

３
曹 

福
岡 

直 
 
 

輸
送
隊 

 

第
４
級
賞
詞
（
車
両
無
事
故
・
５
万
㌔
） 

 
 

１
曹 

藤
原 

努 
 
 

１
整
大 

 
 

３
曹 

藤
田 

飛
鳥 
 

輸
送
隊 

 

第
４
級
賞
詞
（
自
主
募
集
） 

 
 

３
曹 

服
部 

裕
太
郎 

２
整
大 

 
 

曹
長 

中
芝 

尚
史 

 

輸
送
隊 

 

第
４
級
賞
状
（
職
務
遂
行
） 

 
 

衛
生
隊
（
大
阪
サ
ミ
ッ
ト
支
援
） 

 

第
５
級
賞
詞
（
職
務
遂
行
） 

 
 

曹
長 

小
石
澤
広
志 

 

本
付 

 
 

曹
長 

南 
 

浩
明 

 

１
整
大 

 
 

士
長 

辻
川 

元
也 

 

１
整
大 

 

第
５
級
賞
詞
（
自
主
募
集
） 
 

 

２
佐 

青
野 

修
一 

 

輸
送
隊 

 
 

２
尉 

長
井 

惇 
 
 

連
本 

 
 
 

１
等
陸
尉
へ 

 

高
橋 

由
菜 

 

２
整
大 

 

松
本 

漢
紀 

 

輸
送
隊 

 

姫
井 

俊
美 

 

衛
生
隊 

２
等
陸
尉
へ 

 

谷
口 

潤 
 

 

１
整
大 

 

安
部 

尚
哉 

 

２
整
大 

 

田
沼 

佑
樹 

 

衛
生
隊 

３
等
陸
尉
へ 

 

上
口 

正
成 

 

連
本 

 

松
場 

正
子 

 

補
給
隊 

陸
曹
長
へ 

 

小
石
澤
広
志 

 

本
付 

 

石
原 

晴
央 

 

１
整
大 

 
松
木 

充 
 
 

１
整
大 

 
岩
崎 

昌
弘 

 

２
整
大 

 

山
本 

昇
吾 

 

２
整
大 

 

小
山 
紀
子 

 

補
給
隊 

１
等
陸
曹
へ 

 

平
野 

隆 
 
 

本
付 

 

藤
岡 

真
也 

 
２
整
大 

 

米
森 

耕
一 

 
２
整
大 

 

堀
切 

彰 
 
 

２
整
大 

２
等
陸
曹
へ 

 

加
藤 

輝 
 
 

１
整
大 

 

世
古 

善
憲 

 

１
整
大 
 

植
木 

拓
也 

 

２
整
大 

 

桑
名 

潤 
 
 

２
整
大 

 

中
前 

健 
 
 

２
整
大 

 

東
堤 

友
宏 

 

２
整
大 

 

西
原 

良
夫 

 

補
給
隊 

 

安
田 

優 
 
 

輸
送
隊 

３
等
陸
曹
へ 

 

長
谷
川 

光 
 

本
付 

 

横
田 

一
将 

 

２
整
大 

 

寺
本 

雄
次
郎 

２
整
大 

 

芦
田 

瑛
人 

 

２
整
大 

 

立
岩 

知
大 

 

２
整
大 

 

中
野 

慶
俊 

 

２
整
大 

 

橋
本 

大
二
郎 

補
給
隊 

 

今
村 

翼 
 
 

補
給
隊 

 

稗
田 

直
也 

 

輸
送
隊 

  
 

本
部
付
隊 

 

１
曹 

 

久
家 
大
生 

 

飯
塚
駐
業 

第
１
整
備
大
隊 

 

２
曹 

 

山
野 

隆
治 

 

西
方
後
支 

（
大
分
） 

 

３
曹 

 

千
原 

英
文 

 
西
方
後
支 

（
小
郡
） 

 

３
曹 

 

中
野 

光
貴 

 
九
州
処 

 

（
目
達
原
） 

 

３
曹 

 

山
根 

拓
也 

 

情
報
本
部 

（
大
井
） 

 

士
長 

 

齊
藤 

琉 
 
 

第
62
期
生
徒
６
・
27
付 

第
２
整
備
大
隊 

 

１
尉 

 

多
久 

正
徳 

 

補
統 

 
 

（
十
条
） 

 

１
尉 

 

塚
原 

長
政 

 

３
師
司 

 

（
千
僧
） 

 
 

第
２
整
備
大
隊 

 

１
曹 

 

下
矢 

み
さ
を 

千
僧
駐
業 

 

２
曹 

 

植
山 

広 
 
 

37
普
連 

 

（
信
太
山
） 

 

２
曹 

 

永
峯 

雅
俊 

 

８
後
支
連 

（
北
熊
本
） 

 

士
長 

 

木
原 

隼
平 

 

第
62
期
生
徒
６
・
27
付 

 

士
長 

 

岩
朝 

龍
人 

 

第
62
期
生
徒
６
・
27
付 

 

士
長 

 

水
田 

漠
斗 

 

第
62
期
生
徒
６
・
27
付 

 

士
長 

 

吉
岡 

大
樹 

 

第
62
期
生
徒
６
・
27
付 

輸
送
隊 

 

２
佐 

 

山
名 

政
義 

 

総
隊
司 

 

（
朝
霞
） 

 

１
曹 

 

濟
木 

芳
朗 

 

西
方
後
支 

（
健
軍
） 

衛
生
隊 

 

３
佐 

 

渡 
 

充
啓 

 

阪
神
病
院 

（
川
西
） 

 

２
曹 

 

皆
木 

勇
哉 

 

１
後
支
連 

（
練
馬
） 

 
 

連
隊
本
部 

 

３
佐 

 

田
淵 

陽
平 

 

２
整
大
１
Ｄ
Ｓ
か
ら 

 

３
尉 

 

上
口 

正
成 

 

本
付
か
ら 

本
部
付
隊 

 

２
曹 

 

山
下 

忠
尊 

 

１
整
大
火
車
か
ら 

 

３
曹 

 

小
野 

新
司 

 

１
整
大
本
付
か
ら 

第
１
整
備
大
隊 

 

３
曹 

 

寺
田 

勇 
 
 

補
給
隊 

第
２
整
備
大
隊 

 

１
尉 

 

舛
田 

貴
文 

 

連
隊
本
部
か
ら 

補
給
隊 

 

曹
長 

 

武
内 

勇
介 

 

２
整
大
戦
車
Ｄ
Ｓ
か
ら 

連
隊
メ
ダ
ル
紹
介 

 

連
隊
Ｏ
Ｂ
会
よ
り
連
隊
メ
ダ
ル
を
作
製
し
て
頂
き
ま
し

た
。 

 

こ
の
メ
ダ
ル
は
、
連
隊
長
及
び
連
隊
最
先
任
上
級
曹
長

か
ら
、
功
績
が
顕
著
な
隊
員
に
授
与
さ
れ
ま
す
。 

 

連
隊
Ｏ
Ｂ
会
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 


